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大気に比べて応答時間の長い海は、地球気候システムの長い周期の変動により重要とされる。言い換

えると、海の変動の仕組み（＝力学）の理解なくして、長い周期の気候変動（例：地球温暖化）を予測

するのは難しい。でも海には依然として不思議な現象が多い。

本課題では、演習を通じて海洋運動を支配する基礎力学と、その理解の手助けとなる数値実験の基本

を習得することを目指す。一見不思議な海洋現象の原因を調べ解明するプロセスが体験できるよう、今

年度は以下の二つのテーマを取り上げる。テーマの持ち込みも歓迎する（応相談）。

テーマ１：風成循環� �

概要：

黒潮は風が駆動する海流の代表例である。しかし、観測

によると黒潮の経年変化は風の経年変化に連動するが、

季節変化は連動しない。浅水方程式系の単純な数値実験

を行い風成循環を再現し、その原因を考察する。

手法：

1. 背景理論（風成循環理論）の基礎の勉強。

2. 浅水方程式系模型を用いた数値実験。

3. 観測結果との違いを考察。

日本周辺の海流図（気象庁 HPより）

� �
テーマ２：大気海洋相互作用� �

概要：

陸上では夜に風が強まると言われる（夜間ジェットと呼

ばれる）が、洋上では昼に風が強まる観測例が多いとさ

れる。簡単な大気海洋相互作用を表現する数値模型を作

成し、数値実験を通じてその原因を考察する。

手法：

1. 背景理論（境界層力学）の基礎の勉強。

2. 数値模型（一次元拡散方程式系）の構築と数値実験。

3. 陸上と洋上の違いを考察。

大気海洋境界層の模式図。
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